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■ 企画展 いしかわの工芸 文化の深み ～わざの美 表現の美～

■ 特別陳列 前田家の名物裂【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 琳派【古美術】

■ 優品選Ⅰ【近現代工芸】

■ くらしと風景と【近現代絵画・彫刻】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

 ⿟ 9月以降の展覧会予定について

 ⿟ 美術館のお仕事紹介（蛍光灯の交換編）

 ⿟ 9月の行事予定

 ⿟ アラカルト ただいま展示中

《刀　銘加州金澤住藤原清光作》

ー「いしかわの工芸 歴史の厚み  ～加州刀と加賀の工芸～」よりー

企画展 いしかわの工芸 歴史の厚み ～加州刀と加賀の工芸～
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加
賀
藩
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
は
、
外
様
大
名
と
し
て
軍
事

力
で
は
な
く
文
化
力
で
江
戸
幕
府
へ
の
対
抗
姿
勢
を
表
明
し

ま
し
た
。
古
今
東
西
の
名
品
の
収
集
と
と
も
に
利
常
が
注
力

し
た
の
は
、
工
芸
の
振
興
で
し
た
。
利
常
は
、
武
器
・
武
具
の
製

作
、
補
修
を
行
う
工
人
集
団
を
拡
充
し
て
、
調
度
類
の
製
作
に

も
従
事
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
京
都
や
江
戸
か
ら
名
工
を
招

聘
し
て
、
芸
術
的
な
完
成
度
も
追
求
す
る
と
同
時
に
、
色
絵
磁

器
の
よ
う
な
、
新
た
な
領
域
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

利
常
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
五
代
藩
主
・
綱
紀
に
継
承
さ
れ
、

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
前
田
家
に
よ
る
工
芸
振
興

政
策
の
成
果
で
あ
る
加
賀
の
工
芸
を
、「
ア
ン
チ
徳
川
」
と
の

観
点
か
ら
再
考
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
初
に
加
賀
の
地
で
鍛

え
ら
れ
た
刀
剣
で
あ
る
加
州
刀
を
展
示
し
ま
す
。
前
田
家
に

よ
る
統
治
以
前
の
室
町
時
代
か
ら
、
加
賀
で
は
優
れ
た
刀
匠

が
活
躍
し
、
刀
剣
に
付
随
し
た
金
工
、
木
工
、
漆
芸
、
染
織
な
ど

の
工
人
集
団
も
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
匠
の
伝
統

が
、
前
田
家
の
政
策
と
絶
妙
に
融
合
し
て
、
武
器
・
武
具
の
製

作
、
補
修
を
基
盤
と
し
た
工
芸
の
豊
穣
な
世
界
が
展
開
し
ま

し
た
。

展
示
構
成
は
、
館
蔵
品
を
主
体
と
し
た
加
州
刀
、

古
九
谷
、
加
賀
蒔
絵
、
加
賀
友
禅
、
加
賀
象
嵌
鐙
そ

し
て
初
代
・
大
樋
長
左
衛
門
、
初
代
・
宮
崎
寒
雉
に

よ
る
名
品
約
七
十
点
で
、
今
日
の
工
芸
王
国
石
川

へ
と
至
る
歴
史
の
、
戦
略
的
な
側
面
を
た
ど
り
ま

す
。

〈
関
連
行
事
〉

◆
土
曜
講
座
「
加
賀
藩
主
・
前
田
家
の
文
化
政
策
」

日
時
／
十
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時　

講
師
／
担
当
課
長　

村
瀬
博
春

会
場
／
当
館
ホ
ー
ル　

※
聴
講
無
料

◆
観
覧
料

一　

般
：
六
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

大
学
生
：
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）　

高
校
生
以
下
無
料

※ （　
）
内
は
六
十
五
歳
以
上
の
料
金
、
二
十
名
以
上
の
団
体

料
金
。
当
館
友
の
会
会
員
は
団
体
料
金
に
割
引
。

第7・8・9展示室　企画展

いしかわの工芸 歴史の厚み ～加州刀と加賀の工芸～

9月12日（土）～10月18日（日）　会期中無休 

主催：石川県立美術館

《
刀　

銘
加
州
金
澤
住
藤
原
清
光
作
》 
清
光

江
戸
十
七
世
紀

□ 
《
刀　

銘
越
中
守
藤
原
高
平
（
花
押
）
》 
初
代
辻
村
兼
若

江
戸
・
一
六
二
一
年

□ 
《
刀　

銘
賀
州
住
兼
若
》 
三
代
辻
村
兼
若

江
戸
十
七
世
紀

□ 
《
色
絵
布
袋
図
平
鉢
》 
古
九
谷

江
戸
十
七
世
紀

□ 
《
青
手
桜
花
散
文
平
鉢
》 
古
九
谷

江
戸
十
七
世
紀

◎ 

《
蒔
絵
和
歌
の
浦
図
見
台
》 
伝

清
水
九
兵
衛

江
戸
十
七
世
紀

□ 

《
蒔
絵
螺
鈿
秋
月
野
景
図
硯
箱
》 
伝

五
十
嵐
道
甫

江
戸
十
七
世
紀

□ 

《
飴
釉
烏
香
炉
》 
初
代
大
樋
長
左
衛
門

江
戸
十
七
世
紀

□ 

《
葫
蘆
様
釜
》
初
代
宮
崎
寒
雉

江
戸
十
七
～
十
八
世
紀

天
徳
院
蔵

《
友
禅
鳳
凰
麒
麟
文
羽
織
》 
江
戸
十
八
世
紀

個
人
蔵

《
銀
象
嵌
水
車
文
鐙　

銘
加
州
住
勝
國
作
》 
勝
國

江
戸
・
一
六
八
一
年

主な展示作品
◎＝重文、□＝県文

《刀　銘加州住藤原家次》　家次県文《飴釉烏香炉》

初代大樋長左衛門

重文《蒔絵和歌の浦図見台》　

伝 清水九兵衛
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前田育徳会尊經閣文庫分館　特別陳列

前田家の名物裂

9月5日（土）～10月18日（日）　会期中無休 

第7・8・9展示室　企画展

いしかわの工芸 文化の深み
～わざの美 表現の美～

11月8日（日）～12月20日（日）　会期中無休 

名め
い

物ぶ
つ

裂ぎ
れ

と
は
、
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
た
裂き
れ

の
う
ち
、
特
に

珍
重
さ
れ
た
裂
の
総
称
で
す
。
こ
れ
ら
は
書
画
の
表
装
に

用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
特
に
茶
器
の
仕
覆
と
し
て
愛
で
ら
れ

ま
し
た
。
茶
人
愛
用
の
裂
地
に
『
珠し

ゅ

光こ
う

緞ど
ん

子す

』『
遠え

ん

州
し
ゅ
う

緞
子
』

な
ど
の
固
有
の
名
称
が
つ
く
の
は
、
こ
う
し
た
由
来
が
あ

る
か
ら
で
す
。

前
田
家
は
、
三
代
利
常
の
時
代
の
寛
永
十
四
年
（
一
六
三

七
）
、
町
人
に
見
立
て
た
家
臣
を
長
崎
へ
遣
わ
せ
、「
銀
子
二

十
枚
」
で
「
古
き
唐か

ら

織お
り

の
切き

れ

」
を
買
い
求
め
ま
す
。『
三み

壺つ
ぼ

聞き
き

書が
き

』
と
い
う
史
料
に
は
、
こ
の
時
「
有
る
に
任
せ
て
価
あ
た
い

構
は

ず
買
取
り
て
」
、
利
常
の
「
御ご

機き

嫌げ
ん

殊こ
と

の
外ほ
か

よ
か
り
け
る
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
買
い
求
め
た
大
量
の
裂
に
、
利
常
が
非
常

に
満
足
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
事
実
、
前
田
家
が
収
集

し
た
名
物
裂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
今
日
で
も
国
内
最
高
の

量
と
質
を
誇
る
の
で
す
。

そ
の
証
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
の
が
、
裂
の
中
で
も
特
に

古
い
時
代
の
「
古
渡
裂
」
で
仕
立
て
た
能
装
束
の
存
在
で

す
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
、
前
田
家
が
家
祖
と
崇
め
る
菅

原
道
真
の
九
五
〇
年
忌
に
あ
わ
せ
て
、
十
三
代
斉
泰
が
創

作
し
た
能
〈
来
殿
〉
用
に
仕
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
異
国
情
緒

漂
う
蜀
江
模
様
の
裂
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
物
裂
を

用
い
て
仕
立
て
ら
れ
た
能
装
束
と
は
、
他
に

例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
展
示
で
は
、
金き

ん

襴ら
ん

・
緞
子
・
間か
ん

道と
う

だ

け
で
な
く
、
京
都
清
水
寺
の
帳

と
ば
り

と
し
て
用
い

ら
れ
た
と
い
う
由
来
を
持
つ
錦
「
清き

よ

水み
ず

裂ぎ
れ

」

や
、「
有あ

り

栖す

川が
わ

錦に
し
き」
を
あ
わ
せ
て
特
別
に
紹
介

し
ま
す
。

秋
の
県
美
は
工
芸
づ
く
し
で
す
。「
い
し
か
わ
の
工
芸

歴
史
の
厚
み

～
加
州
刀
と
加
賀
の
工
芸
～
」
展
の
後
は
、

第
六
十
七
回
日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
（
十
月
二
十
三
日

～
十
一
月
三
日
）
を
挟
ん
で
、
企
画
展
「
い
し
か
わ
の
工
芸

文
化
の
深
み

～
わ
ざ
の
美　

表
現
の
美
～
」
を
開
催
し
ま

す
。
本
展
覧
会
は
、
近
世
以
前
の
い
し
か
わ
の
工
芸
を
紹
介

し
た
「
歴
史
の
厚
み
」
展
を
受
け
て
、
近
現
代
の
い
し
か
わ

の
工
芸
の
多
様
な
広
が
り
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

「
わ
ざ
の
美
」
は
、
藩
政
期
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
た

伝
統
の
わ
ざ
と
現
代
的
な
感
性
が
融
合
し
た
工
芸
の
美

を
、「
表
現
の
美
」
は
、
自
己
の
想
像
力
と
工
芸
素
材
の
相
剋

に
よ
る
表
現
の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

蓮田修吾郎《モニュメント「ある都市空間へ」》

松田権六《松蒔絵飾箱》

《清水裂》
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第5展示室【近現代工芸】

優品選Ⅰ
9月5日（土）～10月18日（日）　会期中無休 

第2展示室【古美術】

琳派
9月5日（土）～10月18日（日）　会期中無休 

こ
の
会
期
で
は
、
当
初
「
風
景
を
た
ず
ね
て
」
と
い
う
特
集

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
企
画
展
示
室
に
て
「
い
し
か
わ
の

工
芸　

歴
史
の
厚
み
」
が
開
催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
内
容

を
少
し
変
更
し
ま
し
た
。
次
の
優
品
選
Ⅱ
（
会
期
：
十
月
二
十

三
日
～
十
一
月
十
五
日
）
と
併
せ
て
、
石
川
の
近
現
代
工
芸

を
、
総
合
的
に
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
普
段
ま
と
ま
っ
て
ご

覧
い
た
だ
く
機
会
の
少
な
い
染
色
パ
ネ
ル
を
、
展
示
替
え
し

な
が
ら
公
開
し
ま
す
。

展
示
室
の
中
央
に
並
ぶ
独
立
展
示
ケ
ー
ス
を
中
心
に
、
陶

磁
、
漆
工
、
染
織
、
金
工
、
木
竹
工
、
人
形
と
い
っ
た
石
川
の
近

現
代
工
芸
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。
陶
磁
と

金
工
の
作
品
は
Ⅰ
・
Ⅱ
期
と
も
通
期
で
展
示
し
、
漆
工
、
染
織
、

木
竹
工
、
人
形
は
作
品
を
す
べ
て
入
れ
替
え
ま
す
。
Ⅰ
期
の
お

す
す
め
作
品
は
寺
井
直
次
《
雷
鳥
の
図
箱
》
で
す
。
本
作
品
は

昭
和
三
十
年
の
第
十
一
回
日
展
で
北
斗
賞
を
受
賞
し
た
も
の

で
、
張
り
の
あ
る
器
形
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
雷
鳥
の
姿
が

マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

展
示
室
右
手
の
壁
面
ケ
ー
ス
内
は
、
染
色
パ
ネ
ル
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
染
色
パ
ネ
ル
は
染
め
上
げ
た
布
を
額
装
や
屏
風

装
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
染
め
の
質
感
と
絵
画
的
な
画
面
構

成
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
「
風
景
を
た
ず
ね
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
訪
れ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
風
景
を
描
い
た
パ
ネ
ル

を
、
堀
友
三
郎
と
成
竹
登
茂
男
の
作
品
か
ら
計
七
点
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
Ⅱ
期
の
展
示
で
は
作
品
を
入
れ
替
え
て
、
計
六

点
の
染
色
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

企
画
展
と
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
い
し
か
わ
の
工

芸
を
近
世
以
前
か
ら
近
現
代
ま
で
通
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

展
示
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

琳
派
は
、
十
七
世
紀
初
頭
に
刀
剣
の
鑑
定
な
ど
を
家
職
と

す
る
本
阿
弥
光
悦
が
中
心
と
な
っ
て
京
都
で
推
進
し
た
造
形

運
動
を
端
緒
と
し
て
、
後
水
尾
天
皇
が
主
導
し
た
寛
永
文
化

で
活
躍
し
た
俵
屋
宗
達
に
よ
っ
て
表
現
様
式
が
確
立
さ
れ
、

光
悦
、
宗
達
に
私
淑
し
た
尾
形
光
琳
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
も
広
く
愛
好
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
加
賀

藩
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
は
宗
達
の
後
継
者
、
宗
雪
に
重
要
な

仕
事
を
発
注
し
、
宗
雪
と
そ
の
後
継
者
、
喜
多
川
相
説
は
金
沢

を
拠
点
と
し
て
作
画
に
あ
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
琳
派
ゆ
か
り
の
地
の
美
術
館
と
し
て
、
当
館
は
旧

館
以
来
、
琳
派
関
係
の
展
示
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

《
風
神
雷
神
図
》
な
ど
宗
達
や
光
琳
の
代
表
作
は
、
い
ず
れ

も
親
し
み
や
す
い
装
飾
性
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
構
図
は

極
め
て
入
念
に
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
回
展
示
す
る

宗
達
の
《
槇
檜
図
》（
県
文
）
は
厳
格
な
原
則
に
よ
っ
て
画
面
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
う
し
た
大
ら
か
な
表

現
の
背
後
に
あ
る
冷
徹
さ
が
、
本
阿
弥
家
の
家
職
で
あ
る
刀

剣
の
鑑
定
に
関
わ
る
、
透
徹
し
た
観
察
眼
と
照
応
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
観
点
か
ら
、
鑑
定
の
参
考
に
す
る
た
め
に
刀

剣
を
写
生
し
た
重
要
美
術
品
の
《
刀
絵
図
》
も
展
示
し
ま
す
。

作
者
の
本
阿
弥
光
徳
（
一
五
五
六
～
一
六
一
九
）
は
、
桃
山
か

ら
江
戸
時
代
前
期
の
刀
剣
鑑
定
家
で
、
本
阿
弥
光
刹
の
長
男

で
す
。
本
阿
弥
宗
家
の
九
代
に
あ
た
り
、
分
家
の
光
悦
と
は
従

兄
弟
の
関
係
と
な
り
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
に
信
任
さ
れ
、
慶
長
の

初
め
ご
ろ
刀
剣
極
め
所
と
折
紙
発
行
を
許
可
さ
れ
、
そ
の
後

徳
川
家
康
に
仕
え
て
い
ま
す
。
こ
の
《
刀
絵
図
》
に
は
、
秀
吉
の

蔵
刀
四
十
口
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
今
回
は
、
光
悦
・
宗
達
の
合
作
と
さ
れ
る
《
光
悦
色

紙
貼
交
秋
草
図
》（
県
文
）
や
宗
雪
の
《
群
鶴
図
》（
県
文
）
も
展

示
し
、
琳
派
の
草
創
期
か
ら
加
賀
に
お
け
る
展
開
を
概
観
し

ま
す
。

県文 《槇檜図》  俵屋宗達 寺井直次《雷鳥の図箱》
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第3・4展示室【近現代絵画・彫刻】

優品選
9月5日（土）～10月18日（日）　会期中無休

第6展示室【近現代絵画・彫刻】

くらしと風景と
9月5日（土）～10月18日（日）　会期中無休 

四
季
の
な
か
で
も
秋
は
、
日
本
画
に
と
っ
て
格
好
の
モ

チ
ー
フ
で
す
。
紅
葉
や
実
り
の
秋
と
い
う
言
葉
な
ど
に
見
ら

れ
る
彩
り
の
豊
か
さ
に
加
え
、
厳
し
い
冬
へ
と
向
か
う
寂
し

さ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
日
本
人
の
情
感
に
訴
え
る
の
で
し
ょ

う
。
展
示
で
は
「
白
山
の
画
家
」
玉
井
敬
泉
が
描
く
《
山
の
秋
》

や
、
下
村
正
一
《
秋
》
な
ど
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の

作
品
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

油
彩
画
か
ら
は
藤
井
肇
《
こ
ん
な
に
ま
で
》
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。
藤
井
は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
油
絵
科
を
卒
業
後
、
主
に

個
展
を
中
心
に
活
動
。
昭
和
五
十
一
年
に
は
日
本
海
造
形
会

議
を
結
成
し
、
事
務
局
長
と
し
て
企
画
・
運
営
に
奔
走
し
ま

す
。
藤
井
の
作
品
か
ら
は
、
既
存
の
価
値
観
か
ら
の
脱
却
を
制

作
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
た
、
藤
井
の
人
生
観
が
垣
間

見
れ
ま
す
。

「
身
体
」
は
彫
刻
の
基
本
と
し
て
す
べ
て
の
作
家
が
通
っ
て

き
た
道
と
い
え
ま
す
が
、
彫
刻
部
門
で
は
今
回
、
人
体
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
作
品
の
な
か
で
も
当
館
の
個
性
派
を
集
め
て

み
ま
し
た
。
人
体
と
楽
器
が
融
合
し
た
よ
う
な
フ
ォ
ル
ム
が

美
し
い
木
村
珪
二
《
鳴
器
》
、
女
性
の
身
体
や
性
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
品
を
つ
く
り
続
け
た
堀
義
雄
《
女
（
へ
）
》
な
ど
を
展
示

い
た
し
ま
す
。

実
り
の
秋
に
向
か
う
こ
の
季
節
、
脇
田
和
の
果
物
等
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
版
画
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
で

の
美
術
学
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
続
け
て
き
た
、
脇
田
の
版
画

制
作
。
リ
ト
グ
ラ
フ
、
メ
ゾ
チ
ン
ト
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
な

ど
様
々
な
手
法
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
画
家
で
あ
り
版

画
家
」
と
い
わ
れ
た
脇
田
の
、
技
法
を
超
え
た
版
画
へ
の
表
現

意
欲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

純
粋
美
術
の
各
分
野
に
お
け
る
「
風
景
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

特
集
展
示
で
す
。「
く
ら
し
と
風
景
と
」
と
題
し
、
近
現
代
絵
画

と
彫
刻
部
門
か
ら
選
ん
だ
作
品
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。ま

ず
、
油
彩
画
か
ら
は
中
村
研
一
《
夏
庭
》
を
紹
介
し
ま
す
。

中
村
は
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
を
卒
業
し
、
帝
展
と
日
展

を
舞
台
に
活
躍
。
晩
年
は
初
代
徳
田
八
十
吉
か
ら
、
石
川
県
の

伝
統
工
芸
で
あ
る
九
谷
焼
の
絵
付
け
技
法
を
学
び
ま
し
た
。

九
谷
五
彩
と
呼
ば
れ
る
鮮
や
か
な
彩
色
表
現
を
油
彩
表
現
に

応
用
す
る
こ
と
を
試
み
、
重
厚
で
風
格
あ
る
作
風
を
確
立
し

ま
す
。《
夏
庭
》
か
ら
は
、
中
村
の
油
彩
表
現
に
対
す
る
旺
盛
な

探
求
心
が
見
て
と
れ
ま
す
。

彫
刻
か
ら
は
吉
田
三
郎
《
子
供
群
像
》
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
作
品
は
「
横
浜
市
水
道
発
展
記
念
台
」
と
し
て
制
作
さ
れ
た

作
品
と
同
じ
原
型
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
瓶
を
持
っ

て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
腹
掛
け
姿
の

幼
児
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
制
作
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
の
風

俗
も
う
か
が
え
ま
す
。
山
並
み
の
よ
う
に
変
化
の
あ
る
こ
の

か
た
ち
は
実
は
、
横
浜
市
の
水
道
に
お
け
る
供
給
水
量
の
拡

大
を
あ
ら
わ
し
た
グ
ラ
フ
に
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
生
き
生
き
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
水
道
拡
張
の
歴

史
に
見
立
て
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
脱
帽
で
す
。
ま
さ
に
、
く

ら
し
を
反
映
し
た
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

日
本
画
で
は
人
々
の
「
暮
ら
し
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

風
景
画
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
坂
根
克
介
《
寄
港
》
に
み
ら
れ

る
作
画
傾
向
は
、
現
代
日
本
の
風
景
を
構
成
的
に
表
現
す
る

昭
和
三
十
～
四
十
年
代
に
見
ら
れ
た
手
法
で
あ
り
、
時
代
性

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

そ
の
他
、
佐
々
木
三
六
の
水
彩
画
な
ど
、
各
時
代
を
映
し
だ

す
風
景
画
の
数
々
を
ご
覧
下
さ
い
。

吉田三郎《子供群像》藤井肇《こんなにまで》
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年
頭
よ
り
ひ
ろ
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
本
年
の
展

覧
会
は
企
画
展
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
と
も
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
当
初
予
定

し
て
い
た
展
覧
会
は
九
月
以
降
上
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
二
重
線
で
囲
ん
だ
部
分
が
変
更

と
な
っ
た
展
覧
会
で
す
。
今
後
も
状
況
次
第
で
内
容
や
会
期
が
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
最
新
の
状
況
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
「
令
和
二
年
度
石
川
県
立
美
術
館
主
催
企
画
展
入
場
券
」
に
つ
い
て

友
の
会
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
入
会
時
も
し
く
は
更
新
時
に
左
図
の
よ
う
な
「
石
川
県
立

美
術
館
主
催
企
画
展
入
場
券
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
展
覧
会
の
予
定
が
年
度
初
め
の
計
画
か

ら
、
大
幅
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。「
令
和
二
年
度
石
川
県
立
美
術
館
主
催
企
画
展
入
場
券
」
に

記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ち
ら
の
入
場
券
に
て
、
九
月
以
降

ご
鑑
賞
可
能
な
展
覧
会
は
、
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ご

確
認
の
上
、
ご
使
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
「
い
し
か
わ
の
工
芸

歴
史
の
厚
み

～
加
州
刀
と
加
賀
の
工
芸
～
」

九
月
十
二
日
（
土
）
～
十
月
十
八
日
（
日
）

●
「
い
し
か
わ
の
工
芸

文
化
の
深
み

～
わ
ざ
の
美　

表
現
の
美
～
」

十
一
月
八
日
（
日
）
～
十
二
月
二
〇
日
（
日
）

●
「
花
木
に
み
る

日
本
美
の
心
」

一
月
四
日
（
月
）
～
二
月
七
日
（
日
）

9月以降の展覧会予定について

令和二年度石川県立美術館主催企画展入場券

2F 9/5 ㈯ －10/18 ㈰ 10/23 ㈮ －11/15 ㈰ 11/19 ㈭ －12/20 ㈰ 1/4 ㈪ －2/7 ㈰ 2/13 ㈯ － 3/19 ㈮
前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館

特別陳列

前田家の名物裂

特別陳列

加賀藩の
美術工芸Ⅰ

特別陳列

加賀藩の美術工芸Ⅱ
新春優品選 前田家の天神信仰

第

2
展
示
室

古
美
術

琳派 石川の文化財Ⅰ 石川の文化財Ⅱ 新春優品選 古九谷・再興九谷名品選

第

3

～

6

展
示
室

近
現
代
絵
画
・
彫
刻
・
書
・
工
芸

優品選Ⅰ【工芸】 優品選Ⅱ【工芸】

特別陳列

きらめく美
北陸ゆかりの截金作家たち

【工芸】

新春優品選【工芸】 はこ・箱・hako
さまざまな素材とわざ

【工芸】

くらしと風景と
【絵画・彫刻】

日本画のてびき
技法、趣向、エトセトラ

【絵画】

人物画の世界
【絵画】

書をあじわう【書】 特別陳列

静けさが形となる時
西田藤夫 イタリア 40 年

【絵画】

優品選【絵画・彫刻】 優品選
【絵画・彫刻】

優品選
【絵画・彫刻】

優品選【絵画・彫刻】 優品選【絵画・彫刻】

1F いしかわの工芸

歴史の厚み
 ～加州刀と加賀の工芸～

9月12日㈯

－10月18日 ㈰ 

第67回

日本伝統工芸展

金沢展

10月23日㈮

 －11月3日㈫㈷ 

いしかわの工芸

文化の深み 

 ～わざの美 表現の美～

11月8日 ㈰

－12月20日 ㈰ 

花木にみる 日本美の心

1月4日 ㈪

－2月7日 ㈰ 

生誕140年 熊谷守一展

2月11日 ㈭㈷

－3月14日 ㈰

第
７
～

９
展
示
室

企
画
展

月 休館日 ９ ㊡1㈫-4㈮ 10 ㊡19㈪-22㈭ 11 休館日なし 12 ㊡21㈪-31㈭ １ ㊡1㈮㈷-3㈰ ２ ㊡8㈪-10㈬ ３ ㊡20㈯-23㈫
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9
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時　

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

12
日
（
土
）

「
首
里
城
復
元　

ー
今
英
男
と
井
波
彫
刻
の
技
ー
」 

担
当
課
長　

鶴
野
俊
哉

19
日
（
土
）

「
近
代
日
本
の
風
景
画
の
は
じ
ま
り
」

普
及
課
長　

深
山
千
尋

26
日
（
土
）

「
正
木
直
彦
《
十
三
松
堂
閑
話
録
》
を
読
む
」

学
芸
主
任　

中
澤
菜
見
子

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

14
時
30
分
～
15
時
30
分　

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

６
日
（
日
）

「
日
本
美
術
史　

江
戸
時
代
の
絵
画
」（
28
分
）

「
日
本
の
美　

琳
派
の
系
譜
」（
29
分
）

13
日
（
日
）

「
日
本
美
術
史　

密
教
美
術
の
成
立
」（
24
分
）

「
京
都
の
名
刹　

東
寺
」（
26
分
）

20
日
（
日
）

「
水
墨
大
全　

琳
派
と
江
戸
前
期
の
風
景
画
」（
60
分
）

美
術
館
で
天
井
を
見
上
げ
て
み
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

石
川
県
立
美
術

館
の
天
井
に
は
細
長
い
蛍
光
灯
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。
同
じ
蛍
光
灯
を

ず
っ
と
使
い
続
け
る
と
、
明
か
り
が
チ
ラ
チ
ラ
し
た
り
突
然
消
え
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
当
館
で
は
時
期
を
決
め

て
、
一
斉
に
蛍
光
灯
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
紙
の
筒
に
入
っ
て
い
る
蛍
光
灯
を
一
本
一
本
取
り
出
し
ま
す
。
使
う
蛍

光
灯
の
数
は
、
一
つ
の
展
示
室
に
つ
き
、
な
ん
と
約
四
百
本
！

量
が
多
い
の
で
、

何
人
も
の
職
員
で
取
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
左
の
写
真
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
そ

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

四
百
本
×
部
屋
数
の
蛍
光
灯
が
準
備
で
き
た
ら
、
い
よ
い
よ
交
換
作
業
で
す
。

蛍
光
灯
は
、
天
井
の
蛍
光
灯
カ
バ
ー
の
中
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
作
業
と
し
て

は
、
車
輪
つ
き
の
高
い
タ
ワ
ー
（
「
や
ぐ
ら
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
に
の
ぼ
り
、
ド
ラ

イ
バ
ー
で
カ
バ
ー
を
開
け
、
古
い
も
の
と
交
換
、
そ
し
て
ま
た
カ
バ
ー
を
閉
め
る

…
と
い
う
作
業
を
二
人
組
で
進
め
ま
す
。
電
気
の
近
く
で
の
作
業
な
の
で
、
と
に

か
く
暑
い
。
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
の
作
業
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
設
置
の

際
は
蛍
光
灯
の
マ
ー
ク
の
向
き
を
そ
ろ
え
て
い
る
こ
と
も
付
け
足
し
て
お
き
ま

す
。
わ
ざ
わ
ざ
天
井
を
見
上
げ
、
向
き
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
気
に
す
る

お
客
様
も
な
か
な
か
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
美
し
く

設
置
す
る
こ
と
に
も
私
た
ち
は
気
を
遣
っ
て
い
る
の
で
す
。

す
べ
て
交
換
で
き
た
ら
、
作
業
完
了
で
す
！

一
度
交
換
す
れ
ば
、
何
年
か
は

問
題
な
く
点
灯
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
当
館
で
使
っ
て
い
る
蛍
光

灯
は
、
紫
外
線
を
出
さ
な
い
の
で
作
品
を
い
た
め
な
い
美
術
館
・
博
物
館
専
用
の

蛍
光
灯
で
す
。
作
品
に
優
し
く
、
見
た
目
も
美
し
く
。
快
適
に
鑑
賞
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

美術館のお仕事紹介（蛍光灯の交換編）

たくさんの蛍光灯を使います！

交換作業中です

講
座
等
ご
参
加
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

①

来
館
時
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
体
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　
体
温
が
三
十
七
度
五
分
を
超
え
る
方
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

②

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③ 

密
集
を
避
け
る
た
め
、
前
後
両
隣
の
席
を
空
け
て
の
着
席
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

④

ホ
ー
ル
内
で
は
会
話
を
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

⑤

参
加
時
は
受
付
名
簿
に
氏
名
と
連
絡
先
を
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
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9月7日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

9月の開館時間
午前９：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00 年中無休

9月の休館日は

1日（火）～4日（金）

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第2展示室

令和2年10月23日（金）

～11月15日（日）

会期中無休
加賀藩の美術工芸Ⅰ 石川の文化財Ⅰ

次回の展覧会

第3・4展示室 第5展示室 第6展示室

優品選

【近現代絵画・彫刻】

優品選Ⅱ

【近現代工芸】

日本画のてびき
技法、趣向、エトセトラ

【近現代絵画】 

à la carte　No.49
アラカルト ただいま展示中

《実る丘》 みのるおか 堀友三郎　ほり・ともさぶろう

二曲一隻　縦154cm　横136cm 大正13年（1924）～平成26年（2014）

昭和61年（1986）　第18回改組日展

真
っ
白
な
花
畑
が
見
通
せ
る
か
ぎ
り
ず
っ

と
続
く
丘
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
こ
の
景
色

な
の
で
し
ょ
う
か
。
星
形
の
花
弁
と
黄
色
の

花
蕊
を
持
つ
こ
の
花
は
、
お
そ
ら
く
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
花
で
し
ょ
う
。
は
る
か
向
こ
う
の
丘

ま
で
続
く
広
大
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
で
す
。
そ

の
合
間
で
鮮
烈
な
黄
金
色
に
輝
い
て
い
る

の
は
、
豊
か
な
実
り
を
迎
え
た
麦
畑
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
花
が
咲
き
、

麦
が
実
る
こ
の
丘
は
、
初
夏
の
よ
う
で
す
。
な

だ
ら
か
な
丘
が
幾
重
に
も
連
な
る
波
状
丘
陵

と
、
そ
の
大
地
に
広
が
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
と

麦
畑
の
風
景
は
、
日
本
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
北
海
道
で
し
ょ
う
。
丘
の
町
と
し
て
有
名

な
美
瑛
町
の
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
作
品
は
、
前
景
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
花
が

具
象
的
に
描
か
れ
る
一
方
、
遠
景
で
は
丘
の

曲
線
と
畑
の
白
と
黄
、
空
の
青
の
色
面
が
、
抽

象
的
な
構
図
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。
具
象
と

抽
象
が
調
和
し
た
画
面
構
成
は
、
堀
の
作
品

に
お
い
て
八
十
年
代
か
ら
現
れ
て
く
る
も
の

で
、
本
作
品
も
自
然
美
と
画
面
構
成
に
よ
る

美
が
う
ま
く
ま
じ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

堀
友
三
郎
は
大
阪
府
生
ま
れ
で
、
父
は
金

沢
出
身
で
す
。
昭
和
十
六
年
に
多
摩
美
術
専

門
学
校
図
案
科
に
入
学
し
、
染
色
家
の
木
村

和
一
に
師
事
し
ま
す
。
光
風
会
展
や
日
展
で

活
躍
し
、
三
十
五
年
に
は
日
展
特
選
北
斗
賞

を
受
賞
し
ま
す
。
イ
ン
ジ
ゴ
ゾ
ー
ル
染
料
に

よ
る
糊
染
め
と
洗
い
を
繰
り
返
す
、
多
層
構

造
の
空
間
表
現
を
確
立
し
、
奥
行
き
や
広
が

り
を
感
じ
さ
せ
る
詩
情
豊
か
な
風
景
作
品

を
発
表
し
ま
し
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は
ス

ケ
ッ
チ
を
重
視
し
、
旅
行
に
は
ス
ケ
ッ
チ
道

具
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
画
家

の
中
村
研
一
、
琢
二
兄
弟
は
母
方
の
叔
父
に

あ
た
り
ま
す
。
第
5

展
示
室
で
開
催
中
の
「
優

品
選
Ⅰ
」
に
て
展
示
中
で
す
。
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